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第４号 子どもの死亡原因第１位は不慮の事故である、を周知すること

国立精神・神経医療研究センター神経研究所

井上　健

　私は精神科医師であり、分子生物学や神経科学の研究者である。日常生活の９割以上を

研究に費やし、小児の難病を克服するというテーマのもと、頭の中にはDNA配列やら細

胞やらが常に飛び交っている。そういう人間たちが集まって新しい知見や情報を発表・交

換するのが私にとって、そして多くの研究者にとっての学会である。専門バカだけがわか

る情報が集結し、極めて自己完結的で、専門外の人たちからはチンプンカンプンである。

しかし、それで全く問題がない、そういう学問なのである。いや、最近はそれではまずい

と、社会に発信せよ、というお上のお達しもあり、時折新聞記事になるものもあるが、そ

れでも氷山の一角である。

　一方で、日本子ども安全学会が掲げる学問は、知識の社会への周知と浸透、そして願わ

くば変化があって、初めてその意義が達成される、そういった学問である。新しい知見、

いや新しくなくても大切な知見を発見・認識することは、はじめの一歩でしかなく、その

あとの道のりが延々と長く続くのである。例えば、「子どもの死亡原因の第１位は不慮の

事故（傷害）である」という、日本では５０年来の事実がある。果たしてこの事実がどれ

ぐらい、社会に浸透しているであろうか。医師（小児科以外の）でさえも、どれほどの人

がこのことを知っているのか、極めて怪しいと思う。

大人の死亡原因第１位がガンであることは、誰でも知っている。でも子どもの死亡原因の

ことは、あまり知られていない。一方で、子どもが不慮の事故で死んだニュースには、皆

とてもこころを痛める。老人が屋根から落ちて死ぬより、子どもが溝で溺れて死ぬニュー

スに胸が熱くなる。死ななくてもよかったはずの子どもが死んでしまうことは、誰にとっ

ても悲しく切ないことであるはずなのに、どうすれば同じ不慮の事故が延々と繰り返され

る社会に歯止めをかけることができるのか、その術を見出し、共有し、実践することに私

たちの社会はなぜか十分な力を注いでこなかった。

　一昨年に参加した「安全・傷害予防」に関する国際学会で、その学会のリーダーの一人

が、我々の達すべき目標は、研究者researcherによる科学的な知見の創出、政府や政治

家decision makerによる施策の決定、そしてそれを社会で実行する実施者practitioner

の活動によって初めて達成される、と話していた。この３者が集まり、協働するのが学会

で、はじめて社会に変化をもたらすことができるのであると。

　なるほど。



4 5

子ども安全研究

6

1

6

2000m

2013 2 19 3 4

2 15:00

16

AED 1

16

1

CT

3

 

 

Ai CT

CT

 

Ai

CT

know-how

Ai CT

CT

2016

2 20

26

AED

3

4

7



6 7

子ども安全研究

8

AED AED

AED

2009

10 3 3

AED

9

9

2014 3

AED



8 9

子ども安全研究

 

 
 

2011 7 11

70
29

2

 
 

 

3 6

 

 

 

4

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018

9 8

 

 



10 11

子ども安全研究

 

 
 

 
 

 
2016 3 31

 

 

 
1 SIDS  

2002 2 1 2

10

18 1 27

9

10

28 11 24

SIDS

SIDS 

 

2  

SIDS

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2014 9 9

2015 12 21

2016 3

31

 

 

 
1  

12  

2017 2 28

3  

2017 3  8

1 2  

2017 3 5

 

2017 7 1 2

 

 

2018 1 1 9

 

2018 3  9

11  

2018 3 6

 

2018 3 28

6  

2018 4 3

1  

2018 5 25

4  

2018 9

2 1  

  2018 9 7

 

 

 

 

3

 

1

 

4

 

  11

 

 

2016 2017

22 2016

 

2  

1

1 1

6

 

SUDI

Sudden Unexpected Death in Infancy

0

35 55

1.25 2.45
1)

1998 0 1

SUDI

1 2

1 SUDI

 

3  

2014 6 20

23

2014 7 30

4 2016 7 11 2017 8

24  

4 ―  



12 13

子ども安全研究

 

2017 12 18

 

 

5  

2018 11 9

30

26

 

 

 
1  

 

 

 

 

 

→ →

 

 

 

 

47

 

Child Death Review CDR

 

 

2  

 

1) 
121 7 1224

3  

 

 

 
2018 12 8

15 2

 

 

 

1229 2017 . 
                                                   



子ども安全研究

14 15

 

 

3

 
 

14 3
1

26 6 2

14 10

26 7

 JPFA-SP-S:2014 2

2  

1

1

20

1

5

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2  

 

13  

 

 
 

6

3
 

 

 JPFA-SP-S:2014 7

12

 
 

 JPFA-SP-S:2014 8

 

12

18 9



子ども安全研究

16 17

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 JPFA-SP-S:2014 10

 

 

15 10

2 3

 

 

 
 

 
3

 
1

2

3

 
 

 
2016

12 6

13  

 
 

 
1 2014

2 . 
2 2014

 JPFA-SP-S:2014 . 
3

 
http://dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G9200001CR

OSS 2018 11 8  
4

 
https://www.aij.or.jp/paper/search.html 2018

11 8  
5 2005

Vol.1,No.2,52-55. 

6 1 
7 2 
8 2 
9 2014

. 
10 2 
11 2 
12 2016.11.13  
13 ONLINE 2018

 
 https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/606771

2018 11 16  



子ども安全研究

18 19

 
 

28

1 

 

30 4

2

23 7 11

3

5000

 

6
4

※5

42

 

 

※6

※7

42.7%

46.6%

6

20.3% 13.5% 17.4%

1 1 1

0  9  4  10  

1  20  6  20  

2  24  6  20  

3  24  4  30  

4  26  4  30  

5  27  4  40  

2 1 2 0 5

 40cm  10cm 
 1.5m  20cm 

 2m  20cm 

 
 3m 5m  

FRP 
 

30cm 

40cm 

40cm 

1 2

1

1

 
 
 FRP

 
 1

 3

1.5m×3m

9m×12m 40cm 3m

35

30 50cm 3

5

25m

3   
 

42    
 

 
 

 
cm  

 
 

20 0  2 15 1 5  2 15 5 30 

25 1  3 20  2 6 5 30 10 45 

25 2  1 24 2 6 5 50 5 30 

30 3  4 30 1 6 15 50 10 60 

32 4  4 28 1 6 15 50 10 60 

31 5  4 27 1 6 15 60 10 60 

3

 

 



子ども安全研究

20 21

 

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 
 

  

  

  

  

 

  

  

  

  

  

  

 

 

6

15

15

 

 

 

  

  

 
 

 

 

 

 
 

  

  

 
 

  

  

 AED  

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

※8

2018 6 1  

※1 
28 3   

※2 23 1
23 7 11

 26 6 20    
※3  

  23 7 11
  

30 4 24   
※4 2018 

  30 6 28  
 

※5 
30 6 30  

※6  29 8
30 5

 
※7 33 56 27  
※8  29  



子ども安全研究

22 23

 
2

2

2 )

7 2 (3

) 10 20 1

(3 )

2

50

 

 

 

2/4 1/2

4

1 10  

800

 

  
2018

15 29

149

 

 

19 (13.8 )

4)  

  

  

( )   

a  

20 (15.0 ) 3

 

 
 

2 5)

 

 

 



子ども安全研究

24 25

 

 

 

2018 10

2 58 72

60

58 2 56

 

a. 
9 (16 ) b. 

47

84 c. 
d. 

e. 
3 0

 

a ~ e

1

 

 

a ~ e

1

 

 

7

2 10

20

7

2

2

2018

10

 

 
1. 2018

0427 3  
2. (2014)

52 3  



子ども安全研究

26 27

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子ども安全研究

28 29

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

1.2 

2015 3 18  

 

 

 

2  

 

445   

774   

  

5  



子ども安全研究

30 31

 



子ども安全研究

32 33



子ども安全研究

34 35

 
 

2018 12 19

1) 2012 7 20

5

2013 7

3)  

5

5
2)

 

 

 

4)

6164

2800

109

 

 

5)

 

 

2008

 

 

 

 

 

 

 



子ども安全研究

36 37

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6)  

 

 

 

 

 

 

1) 30 12 19

25 117

2019 1 7

 
2) 

2017

Web

http://shinnosuke0720.net/1080/  
3) 

Web

http://eclairer.org/  
4) 

 
5) 

28 5 30

26 81

Web

http://www.courts.go.jp/app/hanrei_jp/detail4?id=8597

7

2016  
6) 

 

 

2017

2 4 7  

2019  

4 26-29  

2016

41 81 95  



子ども安全研究

38 39

2018年保育・学校事故・安全に関するニュース



子ども安全研究

40 41



子ども安全研究

42 43



1.  States Parties recognize that every child has the inherent right to life.
締約国は、すべての児童が生命に対する固有の権利を有することを認める。

2.  States Parties shall ensure to 
     the maximum extent possible the survival 
     and development of the child. 

締約国は、児童の生存及び発達を可能な最大限の範囲において確保する。

Convention on the Rights of the Child Article 6
子どもの権利条約 第6条

2018.01.17 国⺠⽣活研究 第57巻第2号（2017年12⽉）に研究協⼒論⽂掲載
2018.01.19 愛媛県⻄条市で保育・教育関係者向けの講演会が開催されました。
2018.01.22 ⽇経kids+に活動が紹介されました。
2018.02.02 機関誌「⼦ども安全研究」第3号を発⾏
2018.02.02 「これからの体験活動を考える会」の勉強会（講師）
2018.02.28 Safe Kids Japan第三回傷害予防リーダー養成講座（講師） 
        ⽔難事故遺族として伝えたいこと-ライフジャケット着⽤促進活動を中⼼に
2018.04 〜 ⻑崎県⼤村市Love&Safetyおおむら共催⼦どもの安全管理講座（講師）
2018.05.13 チャイルド・デス・レビュー（CDR）と死因究明制度に関する勉強会開催
2018.06.14 死因究明体制推進に関するプロジェクトチーム 於）⾃由⺠主党本部
        ⼦どもの死を繰り返さないために－チャイルド・デス・レビューの実現に向けて
2018.06.23 ⼦ども安全管理⼠・ベビーサイン教室が開催されました。
2018.06.28 未就学児の先⽣のための「プール安全セミナー」2018を開催
2018.06.30 埼⽟⼦育て・保育のつどい ⽔の事故予防・安全を考える（講師）
2018.07.06 安全⼯学シンポジウム 事故情報と安全対策〜事故防⽌のあり⽅を考える
        座⻑︓踏切事故を考える会「紡ぎの会」⼩佐井理事⻑、吉川優⼦が登壇しました。
2018.07.07 ⽇本財団主催「親⼦で学ぶ海のそなえ教室」で登壇しました。
2018.09.08 ⽇本⼦ども安全学会第5回⼤会
2018.10.24 保育者養成校で⼦どもの安全に関する講演会
2018.12.26 海と⽇本プロジェクト「未来へつなぐ そなえの話」インタビュー記事が掲載されました。

⽇本⼦ども安全学会・吉川慎之介記念基⾦
2018年－活動報告－

協賛 Sky Desk 富⼠ゼロックス

協⼒ NPO 法⼈ Safe Kids Japan  NPO 法⼈ Love & Safety おおむら 
ウェール法律事務所 ⼀般社団法⼈⼦ども安全計画研究所 

⽇本⼦ども安全学会
理事⻑
⼩佐井良太 愛媛⼤学教授
理 事
⽯井逸郎  弁護⼠
猪熊弘⼦  東京都市⼤学客員教授・ジャーナリスト
⽯井拓児  名古屋⼤学准教授
内⽥良   名古屋⼤学准教授
⼟屋明広  ⾦沢⼤学准教授
寺町東⼦  弁護⼠・社会福祉⼠
出⼝貴美⼦ ⼩児科医／出⼝⼩児科医院 
井上健   精神科医／国⽴精神・神経医療研究センター 
事務局
⼀般社団法⼈吉川慎之介記念基⾦
東京都中央区銀座 6-13-6
info@shinnosuke0907.net
『⼦ども安全研究』第4号
編集⻑ ⼟屋明広
編集・デザイン 吉川優⼦・⼤藤紀⼦

画：のぞみ さん（5歳）
画：ゆうな さん（13歳）
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